
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
装着された記録媒体に記録されている任意の情報信号を検索し、検索された情報信号を再
生し、他の装置に出力するための再生手段と、
１つのプログラムが記録媒体上の編集開始ポイントと編集終了ポイントとを指定すること
により構成されている少なくとも１つ以上の編集プログラムの設定が可能で、前記編集プ
ログラムの設定の際には、前記編集終了ポイントを指定しなかった場合には、当該編集プ
ログラムの編集終了ポイントが記録媒体の終端に設定されたものとして、編集プログラム
を自動的に設定し、設定された編集プログラムを予め記憶しておき、予め記憶されている
前記編集プログラムに従って前記記録媒体に記録されている情報信号を検索し再生するよ
うに前記再生手段を制御すると共に、前記編集プログラムに従った編集記録動作を実行さ
せるように前記他の装置を制御する制御手段とを有することを特徴とする編集機能内蔵再
生装置。
【請求項２】
前記制御手段において、設定された複数の編集プログラムの中に、前記編集終了ポイント
が前記記録媒体の終端を指定している編集プログラムが少なくとも１つ以上存在する場合
には、前記複数の編集プログラムに従って編集処理動作を実行する際に、前記編集終了ポ
イントが前記記録媒体の終端を指定している編集プログラムに従った編集処理動作が終了
したら、残りの編集プログラムについては編集処理動作を実行せずに編集処理動作を全て
終了し、実行されなかった編集プログラムが存在する場合にはその旨を操作者に警告する
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ことを特徴とする請求項１に記載の編集機能内蔵再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、記録媒体に記録されている情報信号を他の装置を用いて編集する編集機能を有
する編集機能内蔵再生装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
ビデオテープ等の記録媒体に記録されている映像信号をビデオテープレコーダ等の他の記
録装置にダビング記録編集するダビング編集システムが知られている。
【０００３】
上記ダビング編集システムは、例えば、記録媒体上に記録されている映像信号を編集する
際に、該記録媒体上の任意の位置から任意の位置までを１カットとして、予め複数のカッ
トを編集プログラムとして設定しておき、予め設定されている編集プログラムに従って、
前記記録媒体上に記録されている複数のカットの映像信号を順次検索し、再生して、他の
記録装置などに供給することにより、ダビング記録編集を行なうものである。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上述のようなダビング編集システムにおいて、編集プログラムを設定する場合
、例えば、任意のカットの終了位置を記録媒体の最後に設定するような場合には、実際に
、記録媒体の最後までヘッドを送り、記録媒体上の最後の位置を当該カットの終了位置で
あるカットアウトポイントとして設定しなければならず、編集プログラムの設定操作が非
常に面倒であった。
【０００５】
また、上述のようなダビング編集システムにおいて、設定された複数の編集プログラムの
中に、上述のようなカットアウトポイントが記録媒体の最後に設定されている編集プログ
ラムが存在し、且つ当該編集プログラムの実行順序が最後ではなく、当該編集プログラム
の次にまだ他の編集プログラムが続くように複数の編集プログラムが設定されているよう
な場合には、当該編集プログラムに続く他の編集プログラムは実際に実行されず、しかも
使用者にその旨が特に通知されることはなかったため、実際には使用者の意図するものと
は異なる編集作業が行われてしまうという不具合があった。
【０００６】
本発明は、上述のような従来の課題を解決し、編集プログラムの設定時に、記録媒体上の
任意のポイントから終端までを１カットとして編集したいような場合に、該記録媒体の終
端を指定することなく簡単に編集プログラムの設定を行なうことができ、また、複数の編
集プログラムに従った編集処理動作を実行する際には、当該複数の編集プログラムに従っ
た編集処理動作の進行状況を使用者に的確に伝えることができるような編集機能内蔵再生
装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明の編集機能内蔵再生装置は、装着された記録媒体に記録されている任意の情報信号
を検索し、検索された情報信号を再生し、他の装置に出力するための再生手段と、１つの
プログラムが記録媒体上の編集開始ポイントと編集終了ポイントとを指定することにより
構成されている少なくとも１つ以上の編集プログラムの設定が可能で、前記編集プログラ
ムの設定の際には、前記編集終了ポイントを指定しなかった場合には、当該編集プログラ
ムの編集終了ポイントが記録媒体の終端に設定されたものとして、編集プログラムを自動
的に設定し、設定された編集プログラムを予め記憶しておき、予め記憶されている前記編
集プログラムに従って前記記録媒体に記録されている情報信号を検索し再生するように前
記再生手段を制御すると共に、前記編集プログラムに従った編集記録動作を実行させるよ
うに前記他の装置を制御する制御手段とを有するものである。
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【０００８】
（作用）
上述の構成により、編集プログラムの設定時に、記録媒体上の任意のポイントから終端ま
でを１カットとして編集したいような場合に、該記録媒体の終端を指定することなく簡単
に編集プログラムの設定を行なうことができ、また、複数の編集プログラムに従った編集
処理動作を実行する際には、当該複数の編集プログラムに従った編集処理動作の進行状況
を使用者に的確に伝えることができるようになる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して、本発明の実施の形態について説明する。
【００１０】
図１は、本発明の一実施の形態として、本発明を適用したカメラ一体型ビデオテープレコ
ーダ（ＶＴＲ）の概略構成を示すブロック図である。
【００１１】
図１において、撮像部１は、撮像光学系、撮像素子、オートフォーカス機構及びズーム機
構等からなり、カメラ系制御部３からの制御信号に従い被写体に対する合焦及び光量等を
調整し、撮像光学系による光学像を映像信号に変換してカメラ信号処理部２に出力する。
カメラ信号処理部２は、カメラ系制御部３からの制御信号に従い撮像部１からの映像信号
に所定の信号処理を施してＶＴＲブロック６に送出する。
【００１２】
ＶＴＲブロック６は、ビデオ・オーディオ信号処理部、回転ヘッド及び記録媒体としての
磁気テープ走行の機構部、その機構部を駆動する駆動部、及び駆動部をサーボ制御するサ
ーボ制御部等から構成され、後述するシステム制御部５からの制御信号に従って前記磁気
テープに対し映像信号の記録動作や再生動作を行なうもので、例えば前記磁気テープより
再生された映像信号は、後述するＥＶＦ部１０に供給されると共に、不図示の外部出力端
子より他の装置に出力される。
【００１３】
ＯＳＤ（オンスクリーン・ディスプレイ）制御部９は、システム制御部５からの制御信号
及びデータに従い、各種情報を操作者に通知するオンスクリーン表示用の文字映像信号を
発生してＥＶＦ部１０に供給すると共に、記録すべき映像信号及び再生映像信号に重畳す
べきタイトル及び日時等の情報信号を発生してＶＴＲブロック６に供給したり、後述の如
くＥＶＦ部１０において表示される文字や記号による本体の各種情報、並びにメニュー設
定時のガイド表示などを示すオンスクリーン用の文字映像信号をＶＴＲブロック６を介し
て不図示の外部出力端子より他の装置に供給したりする。ＥＶＦ１０は、映像を表示する
ＣＲＴ又は液晶表示パネルなどからなる電子ビューファインダーで、撮影映像信号及び再
生映像信号が示す映像を映し出すと共に、ＯＳＤ制御部９から供給される文字や記号によ
る本体の各種情報の表示、並びにメニュー設定時のガイド表示等を示すオンスクリーン用
の文字映像信号も映像表示する。
【００１４】
システム制御部５は、本実施の形態としてのカメラ一体型ＶＴＲの各種機能を総合的に制
御するマイクロコンピュータ等からなり、タイマー機能をはじめとする各種機能を有し、
本実施例の形態では特に、電源モードの制御、ＶＴＲブロック６の動作モード遷移の制御
、各種情報表示制御、編集モード制御、並びに、各種撮影モード及び編集プログラムの記
憶と保持等を担当する。システム制御部５はまた、ＥＥＰＲＯＭなどの不揮発性メモリ素
子、または電池によりバックアップされたＳＲＡＭ等からなる不揮発性メモリ素子を具備
し、電源遮断時にも種々のデータを記憶する。
【００１５】
赤外線リモコン信号発生装置１２は、システム制御部５からの制御信号を、他の記録装置
を遠隔操作するための赤外リモコン信号をとして出力するもので、赤外リモコン信号受信
部１１は、不図示のリモコン装置より発信される赤外リモコン信号を受信し、受信された
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赤外リモコン信号が示す制御データコードをシステム制御部５に供給するものである。
【００１６】
カメラ系操作部４は、カメラ系に関する各種スイッチ及びダイヤル類（オートフォーカス
（ＡＦ）のオン／オフ、自動露出制御（ＡＥ）のオート／ロック及びプログラムＡＥ等）
からなり、システム制御部５は、操作者によるカメラ系操作部４の操作状況をカメラ系制
御部３に転送する。なお、カメラ系制御部３はマイクロコンピュータ等からなり、システ
ム制御部５及びカメラ系操作部４からの指示に従ってカメラ系全体を制御する。
【００１７】
ＶＴＲ系操作部７は、ＶＴＲ系及び装置全体に関する各種スイッチ（〔 ON SCREEN〕 ,〔 UP
〕 ,〔 DOWN〕 ,〔 RIGHT〕 ,〔 LEFT〕 ,〔実行 /登録〕 ,〔 MENU〕 ,〔 PLAY〕 ,〔 FF/REW〕 ,〔 STOP
〕 ,〔 START/STOP〕等）からなり、操作者からの指示をシステム制御部５に出力する。
【００１８】
電源モードスイッチ８は、本体の電源モード（カメラ・ＶＴＲ・編集・オフ）を選択する
ためのスイッチであり、システム制御部５は、電源モードスイッチ８の状態を読み取って
、カメラ部及びＶＴＲ部の電源モード及び動作モードを所定のものに設定する。
【００１９】
図２は、本実施の形態の第１の実施例として、図１に示した本実施の形態としてのカメラ
一体型ＶＴＲにおける編集モード時の動作フローチャートを示したものである。なお、本
実施例では、前記電源モードスイッチ８を操作することにより、装置の動作モードが編集
モードに設定されるものとする。
【００２０】
図３は本実施の形態の第１の実施例として、編集モード時における本カメラ一体型ＶＴＲ
のＥＶＦ部１０における電子ビューファインダーの表示画面の表示例を示した図である。
【００２１】
図３ａにおいて、３ａ１は編集プログラムの全カットのトータル時間の表示、３ａ２は本
カメラ一体型ＶＴＲの現在のテープカウンターの表示、３ａ３は編集プログラムのカット
インのガイド表示、３ａ４は編集プログラムのカットアウトのガイド表示、３ａ５は本カ
メラ一体型ＶＴＲの動作状態を示す動作モード表示、３ａ６は現在設定作業が可能な編集
プログラムのカットイン或いはカットアウトポイントを示す表示（すなわち、現在設定作
業中の編集プログラムのカットイン・タイミングのテープカウント値或いはカットアウト
・タイミングのテープカウント値は点滅表示となる）、３ａ７は現在処理が実行中の作業
内容を示すポインタで、編集処理の実行中は、現在編集処理が実行中の編集プログラムの
先頭に位置し、編集処理が実行中の編集プログラムは該ポインタを含む編集プログラムの
内容の表示が反転表示される。また、図３ａの３ａ８は編集設定モード、３ａ９は編集消
去モード、３ａ１０は編集リハーサルモード、３ａ１１は編集実行モード、３ａ１２は編
集全消去モードをそれぞれ示すガイド表示で、夫々のガイド表示は当該モードが選択され
た場合、図示の如く反転表示となる。
【００２２】
図２に示すように、編集モードが開始されると、まず、Ｓ２０１で編集モードが開始され
たことを表示し、次に、Ｓ２０２で編集プログラム設定モードが選択され、該モードがオ
ン状態とされたか否かを判定し、オン状態になったと判定された場合はＳ２０３で編集プ
ログラム番号〔ｍ〕を“１”に初期化した後にＳ２０４に移行し、オン状態になったと判
定されていない場合はＳ２１４に移行し、当該編集プログラム設定モードを終了するか、
或いは他の編集モードの処理を行なったり、編集モード自身を終了したりする等、他の処
理を行なう。なお、他の処理については説明を省略する。
【００２３】
そして、Ｓ２０４で編集プログラム〔ｍ〕のカットイン・タイミングのカウント値が示す
テープ上のポイント（なお、本実施例の形態においては、再生時にテープ走行が安定し、
良好な再生状態が得られるのに必要な助走時間分だけ前のポイントを示すようにしている
）を図３ａに示す如く“－：－－：－－”を点滅表示するようにし、現在、編集プログラ
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ムにおけるカットイン・タイミング・ポイントが設定作業待ち状態であることを示す。
【００２４】
そして、Ｓ２０５において、使用者がテープ上のカットイン・ポイントを検索し、検索さ
れたカットイン・ポイントのカットイン・タイミング・ポイントの設定が完了し、使用者
によって〔登録〕キー入力が行なわれたことが検出されるまでは、Ｓ２０６で他のモード
に切り換えられるなどして、編集プログラム設定モードが終了されたか否かの判定を繰り
返し、編集プログラム設定モードが終了された場合にはＳ２１４に移行し、該Ｓ２０５に
おいて〔登録〕キー入力が行なわれたことが検出されたら、Ｓ２０７に移行する。
【００２５】
そして、図３ｂに示すように、Ｓ２０７において編集プログラム番号〔ｍ〕のテープ上の
カットイン・タイミング・ポイントを示すカットイン・タイミングのカウント値〔ｎＳｅ
ｃ〕を登録すると共に、Ｓ２０８において編集プログラム番号〔ｍ〕のテープ上のカット
アウト・タイミング・ポイントを示すカットアウト・ポイントのカウント値の設定作業待
ち状態であることを示すため、“－：－－：－－”を点滅表示する。
【００２６】
そして、Ｓ２０９において、使用者がテープ上のカットアウト・ポイントを検索し、検索
されたカットアウト・ポイントのカットイン・タイミング・ポイントの設定が完了し、使
用者によって〔登録〕キー入力が行なわれたことが検出されるまでは、Ｓ２１０で他のモ
ードに切り換えられるなどして、編集プログラム設定モードが終了されたか否かの判定を
繰り返し、編集プログラム設定モードが終了された場合にはＳ２１１に移行し、編集プロ
グラム番号〔ｍ〕のテープ上のカットアウト・タイミング・ポイントを示すカットアウト
・タイミングのカウント値としてテープの終端が指定されたものと判断して、該編集プロ
グラムをシステム制御部５内の編集プログラムを記憶するためのメモリに記憶した後、Ｓ
２１４に移行し、該Ｓ２０９において〔登録〕キー入力が行なわれたことが検出されたら
、Ｓ２１２に移行する。
【００２７】
そして、図３ｃに示すように、Ｓ２１２において編集プログラム番号〔ｍ〕の編集プログ
ラム番号〔ｍ〕のテープ上のカットアウト・タイミング・ポイントを示すカットアウト・
タイミングのカウント値〔ｎＳｅｃ〕が指定されたものと判断し、該編集プログラムがシ
ステム制御部５内の編集プログラムを記憶するためのメモリに記憶ことにより、カットア
ウト・タイミング・ポイントの登録を行ない、続いてＳ２１３において編集プログラム番
号〔ｍ〕を１ステップインクリメントしたのち再びＳ２０４に戻り、次の編集プログラム
の設定動作として、これまで説明して来たＳ２０４からＳ２１４までの編集プログラム設
定動作を繰り返す。なお、図３ｅはこの時の電子ビューファインダーの表示画面の表示例
を示した図で、図３ｅにおいては編集プログラム番号が２番目の編集プログラムには、テ
ープ上のカットアウト・タイミング・ポイントのカウント値が表示されていないため、使
用者は、この編集プログラムのカットアウト・タイミングのカウント値としてテープの終
端が指定されているものと認識することができる。
【００２８】
以上説明したように、本実施の形態の第１の実施例としてのカメラ一体型ビデオテープレ
コーダによれば、編集プログラムの設定時に、編集プログラムのカットアウト・ポイント
としてテープの終端を設定し、テープ上の任意のポイントから終端までを１カットとして
ダビング記録編集したいような場合にも、実際にテープの終端までヘッドを送りテープの
終端を指定しなくても、編集プログラムのカットアウト・タイミングのカウント値として
テープの終端を設定することが可能となり、編集プログラムの設定をより簡単に行なうこ
とができるようになる。
【００２９】
図４は本実施の形態の第２の実施例として、図１に示した本実施の形態としてのカメラ一
体型ＶＴＲにおける編集モード時の動作フローチャートを示したものである。なお、本実
施例では、前記第１の実施例と同様に、前記電源モードスイッチ８を操作することにより
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、装置の動作モードが編集モードに設定されるものとする。
【００３０】
図５は本実施の形態の第２の実施例として、編集モード時における本カメラ一体型ＶＴＲ
のＥＶＦ部１０における電子ビューファインダーの表示画面の表示例を示した図である。
【００３１】
図４に示すように、編集モード時には、まず、Ｓ４０１で編集実行モードが選択され、該
モードがオン状態とされたものと判定し、編集モード表示が準備となり、Ｓ４０２で編集
プログラム番号〔ｍ〕を“１”に初期化した後にＳ４０３に移行する。
【００３２】
そして、Ｓ４０３で編集プログラム番号“１”のカットイン・タイミング・ポイントのカ
ウント値が設定されているか否かを判定し、設定されていると判定された場合にはＳ４０
４に移行し、設定されていないと判定された場合には編集処理を実行することができない
ので、未処理の編集プログラムが無いものと判断し、後述するＳ４１７に移行する。
【００３３】
そして、前記Ｓ４０４において、編集プログラム番号のカットアウト・タイミング・ポイ
ントのカウント値が設定されていない（すなわち、編集プログラム番号のテープ上のカッ
トアウト・タイミング・ポイントを示すカットアウト・タイミングのカウント値としてテ
ープの終端が指定されているもの）編集プログラムが存在するか否かを、編集プログラム
番号の“１”から順番に確認して行き、当該編集プログラムが存在し、且つ当該編集プロ
グラムに続いて他の編集プログラムが存在する場合には、Ｓ４０８において、他の編集プ
ログラムのカットイン及びカットアウト・タイミング・ポイントを示すカウント値の表示
を点滅させ、使用者にカットイン及びカットアウト・タイミング・ポイントを示すカウン
ト値が点滅している編集プログラムについては編集動作が実行されない旨を警告する警告
表示を行なうように設定する。
【００３４】
そして、以上の課程を経た後、Ｓ４０６において編集モード表示を準備状態からオン状態
に移行し、Ｓ４０７において編集実行モードが開始されたことが検出されるまで、待機状
態となる。
【００３５】
そして、Ｓ４０７において編集実行モードが開始されたことが検出されたら、Ｓ４０８で
編集プログラム番号〔ｍ〕のカットイン・タイミングのカウント値〔ｎＳｅｃ〕が示すテ
ープ上のポイント（なお、本実施例の形態においては、再生時にテープ走行が安定し、良
好な再生状態が得られるのに必要な助走時間分だけ前のポイントを示している）をサーチ
するため、ＶＴＲブロック６において巻戻し或いは早送り動作を開始する。この時、本カ
メラ一体型ＶＴＲのＥＶＦ部１０における電子ビューファインダーの表示画面には、図５
ａに示すように、１番目の編集プログラムについては当該編集プログラムに従った編集動
作が実行中であることを使用者に知らせるため当該編集プログラムのカットイン及びカッ
トアウト・タイミング・ポイントを示すカウント値の表示は反転表示され、また、２番目
の編集プログラムについては当該編集プログラムのカットアウト・タイミングのカウント
値が表示されていないので、使用者は、この編集プログラムはテープ上のカットアウト・
タイミング・ポイントとしてテープの終端が指定されていると判断することができ、更に
、当該編集プログラムに続いて設定されている他の編集プログラムのカットイン及びカッ
トアウト・タイミング・ポイントを示すカウント値の表示は点滅表示され、使用者にはカ
ットイン及びカットアウト・タイミング・ポイントを示すカウント値が点滅している編集
プログラムについては編集動作が実行されない旨を警告する警告表示が行なわれる。
【００３６】
そして、図４のＳ４０９において、上述のサーチ動作が終了したと判定されるまで、待機
状態となり、該サーチ動作が終了したと判定されたらＳ４１０に移行し、ＶＴＲブロック
６において再生動作を開始すると共に、本カメラ一体型ＶＴＲに接続される他の記録装置
に対して記録動作を開始させる指示を行ない、Ｓ４１１において、編集プログラム番号〔
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ｍ〕のカットアウト・タイミング・ポイントのカウント値が設定されているか否かを判定
し、設定されていると判定された場合にはＳ４１２に移行し、設定されていないと判定さ
れた場合にはＳ４１５へ移行する。
【００３７】
そして、Ｓ４１２においては、前記ＶＴＲブロック６において再生されているテープの走
行状態を監視し、ヘッドが当該編集プログラム番号〔ｍ〕のカットアウト・タイミングの
カウント値〔ｎＳｅｃ〕が示すテープ上のポイントに達するまでの間、それまでの状態を
継続し、達したことを検出したらＳ４１３において本カメラ一体型ＶＴＲに接続される他
の記録装置に対して記録動作を一時停止させる指示を行なうと共に、前記ＶＴＲブロック
６における再生動作を一旦終了した後、Ｓ４１４において編集プログラム番号〔ｍ〕を１
ステップインクリメントし、再びＳ４０３に戻り、次の編集プログラムについてＳ４０３
からＳ４１４までの編集動作を繰り返し実行する。
【００３８】
一方、Ｓ４１５においては、前記Ｓ４１１において編集プログラム番号〔ｍ〕のカットア
ウト・タイミング・ポイントのカウント値が設定されていないと判定されているので、こ
の編集プログラムはテープ上のカットアウト・タイミング・ポイントとしてテープの終端
が指定されていると判断し、前記ＶＴＲブロック６において再生されているテープの走行
状態を監視し、ヘッドがテープの終端部に達するまでの間、それまでの状態を継続し、達
したことを検出したらＳ４１６において本カメラ一体型ＶＴＲに接続される他の記録装置
に対して記録動作を終了させる指示を行なうと共に、前記ＶＴＲブロック６における再生
動作を終了し、当該編集プログラムについての編集動作の実行を終了し、Ｓ４１７に移行
する。この時、本カメラ一体型ＶＴＲのＥＶＦ部１０における電子ビューファインダーの
表示画面には、図５ｂに示すように、はカットアウト・タイミング・ポイントのカウント
値としてテープの終端が設定されている２番目の編集プログラムに従った編集動作が実行
中であることを使用者に知らせるため当該編集プログラムのカットイン及びカットアウト
・タイミング・ポイントを示すカウント値の表示は反転表示される。
【００３９】
そして、当該編集プログラムに続いて編集プログラムが設定されていても、それら編集プ
ログラムについては、前述のように編集動作の実行は行なわず、Ｓ４１７において、本カ
メラ一体型ＶＴＲのＥＶＦ部１０における電子ビューファインダーの表示画面には、図５
ｃに示すように、実行中を示す編集プログラムのカットイン及びカットアウト・タイミン
グ・ポイントを示すカウント値の反転表示が解除され、“ＴＡＰＥ　ＥＮＤ”という表示
が点滅し、ヘッドがテープの終端部に達していることが検出され、全ての編集実行動作が
終了していることを示す編集実行動作終了時の表示を行ない、使用者にその旨を知らせ、
全ての編集実行モードを終了する。
【００４０】
以上説明したように、本実施の形態の第２の実施例としてのカメラ一体型ビデオテープレ
コーダによれば、編集プログラムの設定時に、編集プログラムのカットアウト・ポイント
としてテープの終端を設定し、テープ上の任意のポイントから終端までを１カットとして
ダビング記録編集したいような編集プログラムを含んでいる場合にも、複数の編集プログ
ラムに従った編集処理動作を実行する際には、当該複数の編集プログラムに従った編集処
理動作の進行状況を使用者に的確に伝えることができるようになる。
【００４１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、従来の課題を解決し、編集プログラムの設定時に
、記録媒体上の任意のポイントから終端までを１カットとして編集したいような場合に、
該記録媒体の終端を指定することなく簡単に編集プログラムの設定を行なうことができ、
また、複数の編集プログラムに従った編集処理動作を実行する際には、当該複数の編集プ
ログラムに従った編集処理動作の進行状況を使用者に的確に伝えることができるような編
集機能内蔵再生装置を提供することができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態としてのカメラ一体型ビデオテープレコーダの概略構成を
示すブロック図である。
【図２】本実施の形態の第１の実施例における図１に示したカメラ一体型ビデオテープレ
コーダの編集モード時の動作フローチャートを示したものである。
【図３】本実施の形態の第１の実施例における図１に示したカメラ一体型ビデオテープレ
コーダの編集モード時における表示画面の例を示した図である。
【図４】本実施の形態の第２の実施例における図１に示したカメラ一体型ビデオテープレ
コーダの編集モード時の動作フローチャートを示したものである。
【図５】本実施の形態の第２の実施例における図１に示したカメラ一体型ビデオテープレ
コーダの編集モード時における表示画面の例を示した図である。
【符号の説明】
１　撮像部
２　カメラ信号処理部
３　カメラ系制御部
４　カメラ系操作部
５　システム制御部
６　ＶＴＲブロック
７　ＶＴＲ系操作部
８　電源モードスイッチ
９　ＯＳＤ（オンスクリーン・ディスプレイ）制御部
１０　ＥＶＦ（電子ビューファインダー）部
１１　赤外線リモコン信号受信部
１２　赤外線リモコン信号発生装置
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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